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は じ め に

本年度も皆様のご支援をいただき、理科教育センターの事業が実施できました。

特に理科教育センター委員の皆様には、各学校と理科教育センターをつなぐ大切

な役割を担っていただき感謝申し上げます。

さて、本年度大村智氏と梶田孝章氏の２名がノーベル賞を受賞し、話題となり

ました。特に、自然科学賞部門で日本人の受賞者を多く輩出していることは、日

本の科学技術の高さがうかがえます。

久留米市においても、科学・理科教育の推進に力を注いでまいりました。理科

に関する興味・関心を引き出す場としての理科作品展やサイエンスフェアには、

本年度、二千六百人以上の方々に参加していただきました。久留米工業大学のご

協力を得ての開催も三年目となり、子どもたちが、展示されている作品のよさに

見入っている姿や実験を楽しんでいる姿に価値を感じます。子どもたちの中には、

次年度の自由研究の参考にしたいと、さらなる研究や製作への意欲を駆り立てる

姿も見受けられ、その姿に頼もしさを感じました。まさに、子どもたちの姿に、

今回で６８回目という長い年月を経て科学・理科教育が脈々と受け継がれてきた

重みがあります。

運営面だけでなく予算面でも支援をいただいております。それは次世代を担う

子どもたちへの期待の現われだと思います。その志を真摯に受け止め、私たちに

できることに一つ一つ取り組んでいくことが大切です。

さらには、昨年度作成した市教育センター科学教育振興研究班によるリーフレ

ットを活用しやすくし、先生方の理科の授業力の向上を図るために、本年度は、

研修用プログラムを作成し、子どもたちの思考力や表現力を高める上での授業の

ポイントをまとめています。ぜひ、各学校での活用を期待しています。

研修用プログラムの活用に加え、子どもたち一人一人が実験を行うための実験

器具や参考となる書籍・DVD など、理科教育センターの備品の貸出が増えてきて
いるのも、科学・理科教育の推進のバロメーターです。今後も備品が多くの学校

で活用され、理科が好きという子どもたちが増えることを願っています。

最後になりましたが、この一年間久留米市理科教育センターの運営に携わって

いただきました皆様に感謝申し上げるとともに、本事業にご協力いただきました

関係各位に厚く御礼を申し上げます。

平成２８年３月

久留米市理科教育センター

所 長 後 藤 真
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□□ 平成２７年度久留米市理科教育センター組織平成２７年度久留米市理科教育センター組織

所 長

事 務 局 運 営 委 員 会

事務局長 小教研理科校長 中教研理科校長

担当指導主事 会計 理科研究会会長 事務局

常 任 委 員 会

□ 運営委員（小教研理科校長 中教研理科校長 理科研究会会長 事務局）

□ 常任委員

【南 小】宮路 康幸 【日吉小】香月 政範 【弓削小】井手 義隆 【御井小】廣重 邦彦

【明星中】江田 昭彦 【屏水中】津留﨑秀明

理 科 セ ン タ ー 委 員

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 中学校

【下田】 【田主丸】 【津福】 【西国分】 【篠山】 【南薫】 【城南】喜多原健司１

宮原 泰輔 樋口 幸助 山口あゆみ 濱崎めぐみ 岡本 真紀 深川 祐子 【江南】篠田 啓介３

【日吉】 【荘島】 【水分】 【小森野】 【山本】 【大善寺】 【櫛原】木下 裕司専

香月 正範 古賀 哲 平野 真季 馬場 計臣 坂井 有二 宮田安利子 【牟田山 】今村真由美１

【東国分】 【鳥飼】 【城島】 【西牟田】 【荒木】 【善導寺】 【諏訪】後藤 麻美３

岡嶋 孝治 橋本 正照 橋本 朋子 牟田 安範 平井 真純 田中 正明 【良山】秋山 嘉宏２

【上津】 【川会】 【弓削】 【三潴】 【京町】 【北野】 【明星】待鳥 訓宏２

北島 真弓 川口 智子 井手 義隆 吉田 道洋 寺嶋 勲 牟田 吉孝 【宮ノ陣 】泉 年治１

【水縄】 【安武】 【高良内】 【御井】 【青木】 【犬塚】 【荒木】山下 早苗２

吉瀬 靖子 喜多原幸江 福家奈津美 廣重 邦彦 北原 伴信 古野 隆 【筑邦西 】岩橋 芳則２

【長門石】 【大橋】 【青峰】 【金丸】 【山川】 【浮島】 【屏水】津留﨑秀明専

原 令佳 永松 勲 笹原 一将 大石 明子 内野 秀華 三栗野正男 【青陵】渡辺紳一郎２

【宮ノ陣】 【江上】 【竹野】 【合川】 【南】 【船越】 【高牟礼 】小森 就航３

笠 典恵 松延 花子 中山 礼佳 片桐 愛美 杉山 秀行 納富久美子 【田主丸 】松原 成圭２

【柴刈】 【大城】 【金島】 【草野】 【北野】山口奈保子１

合原 光恵 田原 佳子 後藤 恵子 浮池 敦子 【城島】西見 昭彦３

【三潴】内田 善雄１
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□ 平成２７年度久留米市理科教育センター実績□ 平成２７年度久留米市理科教育センター実績

月 日 主な事業 内容等

23 事務局会

４
運営委員会 ・平成２７年度理科教育センター運営方針

30 ・平成２７年度理科教育センター設置要項及び

組織の見直し

５ 12 第１回科学教育振興調査研究 ・辞令交付 ・目的、組織、年間計画

常任委員会 ・平成２７年度理科教育センター事業

２ ・平成２７年度理科教育センター組織

６
・久留米市理科作品展・サイエンスフェア

９
第１回理科教育センター連絡協議会 ・理科教育センター事業及び組織

（理科教育センター委員会） ・理科作品展、サイエンスフェアでの役割

30 第２回科学教育振興調査研究 ・内容及び構想と役割分担と今年度の日程

７ 27 第３回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの構想及び検討

20 観察・実験講座 ・中学校（福岡教育大学）

８ 27 第４回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの構想及び検討

28 観察・実験講座 ・小学校（附属久留米小学校）

４ 第２回理科教育センター連絡協議会 ・理科作品展、サイエンスフェア準備

５ 第３回理科教育センター連絡協議会 ・会場監視 ・駐車場案内

９ ６ ・サイエンスフェア補助

７ 第４回理科教育センター連絡協議会 ・作品撤去、搬出、会場片付け

11 第５回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの構想及び検討

10 21 第６回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの修正、検討

11
４ 第７回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの修正、検討

10 理科の観察・実験指導等に関する研究協議 ・小・中学校の理科授業参観・協議

12 28 第８回科学教育振興調査研究 ・校内研修プログラムの検討

１ 18 第９回科学教育振興調査研究 ・調査研究報告内容検討

２
５ 第１０回科学教育振興調査研究 ・調査研究報告リハーサル

12 科学教育振興調査報告 ・調査研究報告
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Ⅰ 理科作品展（第６８回理科作品展）

□ 期 日 平成２７年９月５日（土）、６日（日）

□ 会 場 久留米工業大学 体育館

□ 作品点数 ７０２点（小学校 ５７２点 中学校 １３０点）

◆研究物 ５８１点

◆採集物 １９点

◆創作物 １０２点

□ 来場者数 ２６７８名

１日目… ９０７名（子ども ４４０名 大人 ４６７名）

２日目… １４５９名（子ども ８４４名 大人 ９２７名）

□ 作品展を終えて

１ 搬入 ９月４日（金）

○ 午前中…教育センター職員及び生きがい財団職員で機材等の搬入

○ 午後３時００分より…展示作業、サイエンスフェアの準備作業

２ 展示（作品展） ９月５日（土）、９月６日（日）の２日間

○ 午前９時～午後４時まで作品展開催

３ 監視（作品展）・補助（サイエンスフェア）・駐車場案内

○ 理科教育センター委員（理科担当者）と教育センター職員で分担して、作品展監視とサイエン

スフェアの補助及び駐車場案内を行う。

４ 搬出・撤去 ９月７日（月）

○ 午後３時００分より作品の撤去。道具や機材の後片付け（長机、パネル等）

今回の作品展での成果は、

①中学校生徒の出品点数が増えたこと。

②作品の着眼点やまとめ方がよくなっていること。

③参観者数の増加や半数以上の方が初めて参観されていることから、「久留米市理科作品展」が保

護者の皆さんに周知されてきたこと。

が、挙げられます。しかし、課題として、

①研究物がほとんどで、創作物と採集物（特に採集物）の作品が年々減少してきていること。

②インターネット等で調べたりするなど、短期的な研究や机上の調べ学習的な研究が多いこと。

があります。今後、この成果と課題をもとに、よりより作品展にしていきたいと思います。

理科教育センター委員連絡協議会
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Ⅱ サイエンスフェア

１ 目 的

物づくりや科学遊びなどの科学的な実体験活動を通して、科学の不思議さやおもしろさを実感さ

せ、子ども達の理科学習に対する興味関心を高めることで、久留米市の理科教育の振興に資する。

２ 日 時

平成２７年９月５日（土）・６日（日） ９：００ ～ １６：００

３ 会 場

久留米工業大学 体育館（２階）及び玄関前フロア

４ 講 師

□（財）福岡県教育文化奨学財団 青少年科学館

科学教育チーム 専門員 川口 純 (9/6)
専門員 倉住 治恵 (9/5)
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 原口 香那 (9/5)

田上 智美 (9/6)
□久留米工業大学

職員・学生

５ 内 容

○ サイエンスショー 福岡県青少年科学館、久留米工業大学

① 時 間

○午前の部 ①１０：００～ ②１０：４０～ ③１１：３０～

○午後の部 ④１３：３０～ ⑤１４：１０～ ⑥１５：００～

② テーマ

９月５日（土）

①③ 「つぶつぶの実験」 （担当 科学館専門員 倉住 治恵）

・身近にある「つぶ」を使った、科学の不思議マジック

④⑥ 「マジック」 （担当 科学館ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 原口 香那）

・いろいろな物を使った、科学の不思議マジック

９月６日（日）

①③ 「音の科学」 （担当 科学館専門員 川口 純）

・音がなる仕組みや音の変化の仕組みを実験で紹介

② 「シャボン玉の科学」（久留米工業大学）

・ポンポン弾むシャボン玉作り

④⑥ 「マジック」 （担当 科学館ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 田上 智美）

・光の特性を生かして光が織りなす美しい実験を紹介

⑤ 「シャボン玉の科学」（久留米工業大学）

・ポンポン弾むシャボン玉作り
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Ⅲ 科学教育振興研究班

リーフレットの活用を通した理科教育における思考力・判断力・表現力を高める指導法の推進

平成２７年度 久留米市教育センター 科学教育振興研究班

１ 主題の意味

（１）「理科教育における思考力・判断力・表現力を高める指導法」について

科学教育振興研究班では、平成２４年度の全国学力学習状況調査の結果をもとに、思考力・判断

力・表現力を高めるための指導法について、２６年度発行のリーフレットを用いて市の教職員への

啓発を行っている（資料１）。本市での理科授業の課題として観察・実験の結果を整理せず、結果

の出し合いのみで学習へのまとめを行っているということがあげられ、その改善を図るためのもの

である。

（２）「リーフレットの活用を通した理科教育における思考力・判断力・表現力を高める指導法の推進」

について

教職員が、リーフレットに書かれている内容をやってみたい、やるべきだと思い実際に活用して

いくようにするためには、実際にその効果を理解することや、このように使えばよいという道筋が

はっきりと分かることが求められる。そこで、実験の整理から考察までの流れについての研修プロ

グラムを作成し、どこの学校でもリーフレットの内容を生かした授業改善像を全教職員が持つこと

ができるようにする。

２ 主題設定の理由

久留米市の理科教育の課題から

３ 研究の目的

理科教育における思考力・判断力・表現力を高める指導法とは、実験や観察を通して得られた

結果をもとに、結果の整理、結果からの考察、考察の表現の３点でのポイントを意識した指導の

ことである。

理科教育における思考力・判断力・表現力を高める指導法の推進とは、リーフレットで啓発し

ている授業の改善点のポイントを生かして、小・中学校の教職員の指導力向上をめざすために校

内における研修の在り方を明らかにすることである。

平成２４年度の全国学力学習状況調査の設問別正答率では、観察・実験の方法や結果を予想や

見通しに照らして見直す設問、気象状況などを継続的に観察してデータから、天気の変化と気温

の変化を関係づけて考察する設問等、観察、実験の結果を整理し考察することについて課題が見

られた。そこで、２４，２５，２６年度の３年間で久留米市の教職員の理科授業の指導力向上の

為にリーフレットを作成し、全小・中学校に配付している。その中には、実験から考察までの流

れや手順などについても触れており、授業における考察する力を高めることができるような授業

改善へと生かすことができる。よって、リーフレットをどのように活用することが教職員の理科

授業改善へ、さらには児童・生徒の思考力・判断力・表現力の向上へと結びつくのか明らかにす

る本主題は意義がある。

理科教育充実の為に作成したリーフレットをもとに、理科教育の課題を解決するための校内で

の研修の在り方を明らかにし、久留米市内における小・中学校における教師の理科授業の実践的

指導力向上を図る。
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４ 研究の内容と方法

５ 研究の成果物の構想

６ 今後の予定

月 研 究 内 容

６ ・理論研究

７
・リーフレットを元にした実験・観察から考察の事例収集のための指導

案作成

８
・リーフレットを元にした実験・観察から考察の事例収集のための指導

案審議

・ リ ー フ レ ッ ト を 元 に し た 実 験 ・ ・研修プログラム作成

９ 観 察 か ら 考 察 の 成 果 収 集 の た め （４５分の流れについての審議）

の授業

10 ・成果収集（児童の姿をもとに） ・研修プログラム作成

（研修で使う資料などの審議）

11 ・研修プログラムの作成、修正

12 ・作成したプログラムの有効性の検討（アンケート調査による検討）

１ ・研究発表会の報告内容作成（活用プログラムを実際に行いながら）

２ ・研究発表会において実際のプログラムを活用した発表

３
・久留米市教育センターＨＰ上での配信

※来年度研修や理科教育センター委員に向けての提案

（内容）理科授業向上の為の一般研修プログラム作成

・実験・観察から得られた結果を元にした考察の在り方

（方法） ・学年に応じた個人結果や全員の結果の可視化の仕方

（授業をもとにした事例収集）

・実験・観察結果から考察までの授業の流れの例の作成

（発問・指示・板書）

・研修１日（４５分間）のプログラム作成（模擬授業等を踏まえた

４５分間の修の流れ・プレゼン（読み言）・資料）

○ 久留米市教育センターＨＰ上での研修プログラムの配信
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Ⅳ 理科の観察・実験指導等に関する研究協議

□目 的 小中学校の理科教育の接続を円滑にするとともに、教員の観察/実験の技能を
高め、理科の授業における観察・実験活動の充実を図る。

□主 催 福岡県教育委員会

□主 管 福岡県教育庁北筑後教育事務所

◇Ａ講座：授業研修講座
□研究主題 小学校と中学校の授業をもとに指導内容の系統と手だてについて研究協議

□期 日 平成２７年１１月１０日（火）

□会 場 久留米市立南小学校 久留米市立牟田山中学校

□内 容

□単 元 第５学年「電磁石の性質」

□ね ら い

① 電磁石は、コイルの巻数が増えると電磁石の鉄を引きつけ

る力が強くなることを理科することができるようにする。

② 電磁石の性質について予想をもち、条件を制御して実験し、

電磁石に付いたクリップの数をグラフに表現したり、そのグ

ラフから言えることを考察したりすることができるようにする。

□単 元 第３学年「化学変化とイオン」

□ね ら い

① 中和反応が起きた水溶液のイオンのようすをモデルとして書

き表し、そのモデルになることを説明することができる。

② 酸性とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせて中性にする実験を

行い、ｐＨの変化がどのように変化するのか観察を正しく行う

ことができるようにする。

□系統を大切にした授業づくり

①内容の系統 ②問題解決の系統 ③見方の系統

定性的

存在

巨視的

定量的

特徴

微視的

□言語活動を大切にした授業づくり

言語活動＝思考・表現活動

・自分なりの予想 ・方法でなく、視点を

・結果の共有 ・考察の視点は共通点

研修１（授業参観） 久留米市立南小学校 教諭 橋本由美子

研修２（授業参観） 久留米市立牟田山中学校 教諭 木﨑 和隆

研修３（研究協議） 久留米市教育委員会 指導主事 内田 良一

小学校３年

小学校４年

小学校５年

小学校６年

中学校

比較する

関係付ける

条件制御

分析・解釈

推論する

前半の言語活動（予想→方法→視点）

後半の言語活動（結果→考察→結論）



- 9 -

◇Ｂ講座：観察・実験講座

□目 的 基本的な観察実験の実習

□期 日 平成２７年８月２８日（金）

□会 場 福岡教育大学附属久留米小学校

□内 容

【観察・実験１】

◆ 単 元 第３学年「ゴムや風でものをうごかそう」

「じしゃくのふしぎをしらべよう」

◆ テーマ 楽しむことから、調べ、理解する教材作り

◆ 内 容 ゴムロケット、クラッカー弾づくり マグネットドールづくり

【観察・実験２】

◆ 単 元 第４学年「わたしたちのからだと運動」

◆ テーマ 体験を生かした学習のための教材作り

◆ 内 容 うでモン（腕の関節模型）

※材料…刺繍糸、プラスチック段ボール、軍手、ストッキング、ぬいぐるみ用綿

結束バンド 等

【観察・実験３】

◆ 単 元 第５学年「電磁石の性質」

◆ テーマ コイル、電磁石作りを通した科学用語の意味理解

◆ 内 容 電磁石作り

※エナメル線（H２３～２６年度）→ビニル導線（H２７年度）
【観察・実験４】

◆ 単 元 第６学年「電機の性質とその利用」

◆ テーマ 視覚化しの教材作り

◆ 内 容 液晶温度計を使った温度変化の数値化

◆ 演 題 「理科教育の動向と授業づくり」

◆ 講 師 福岡教育大学附属久留米小学校 教諭 椎窓 敏広

◆ 内 容 「理科の授業づくりのポイント」（例 第６学年「植物の成長と水の関わり」）

１ とらえさせる内容をはっきりさせる…学習指導要領解説 P62
① 内容の系統から……学年の系統

② 本単元に関わる具体的な内容から

２ 内容をとらえさせる順序をもとに、出会わせる教材を工夫する

□本単元は植物の吸水から蒸散、植物の気孔の観察という単元計画で授業作り

□着色した水を三角フラスコに入れ、植物の根を浸し、吸水実験

□色水として何を使うのか検討（食紅、エオシン、切り花着色剤）

３ １単位時間の学習の積み上げを大切にする

□問題解決の能力の積み上げを大切に

□発問や板書を大切に

□観察・実験の結果から考察する力を高めるための学習ノートを

研修１（観察・実験）

研修２（講話）
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Ⅴ 日産財団助成事業

１．実践の目的（テーマ設定の背景を含む）

○「自ら自然に働きかけ、科学的な見方や考え方を高める子ども」を育成するために、教師の理
科学習指導力の向上を図る。

（１） 子どもの実態から

平成２４年度の全国学力学習状況調査において、久留米市の子どもは、観察や実験の結果を整理し

考察すること等、科学的な見方や考え方に課題がある。また、理科が好きと答えた子どもほど、実感を

伴った理解ができているが、理科への興味や関心が高い子どもの割合も全国平均より低い。

（２） 教師の実態から

上記の子どもの実態における思考力・判断力の課題は、教師による考察の指導が十分でないこと、関

心意欲の課題は、子どもに自然事象に適切に出会わせていない導入の不十分さから生まれている。つ

まり、授業の導入、そして考察における教師の指導力に課題がある。また、実験・観察器具の不足で実

験や観察が不十分になっている実態も明らかになった。以上の点から、（１）授業モデルの構築（２）校

内研修の充実（３）環境整備の３点から教師の理科授業力向上を図り、めざす子どもを育てることができ

るようにした。

２．実践にあたっての準備（機器・材料の購入、協力機関等との打合せを含む）

（１）めざす児童・生徒に迫るための授業づくりのポイントの明確化

・調査研究員の募集（平成２５年度１～３月及び平成２６年度１～３月）

・久留米市の子どもの理科学習に関する実態調査及び教師の指導力に関する課題の明確化

（２）理科授業改善のための校内研修の充実

・校内研修プログラム作成のための学校への検証授業、校内研修依頼

（３）授業環境の整備

・各学校の観察・実験器具の不足及び購入希望に関する調査

・不足備品の購入及び保管

３．実践の内容

（１）めざす児童・生徒に迫るための授業づくりのポイントの明確化

ねらい・・・久留米市の子どもの実態をふまえ、子どもの理科授業への興味・関心及び科学的な

見方や考え方を高めるための理科授業モデルを構築する。

子どもの実態をふまえ、理科授業の改善のポイントを以下の２点から考え、研究を進めていった。

① 子どもが授業に興味関心をもつための導入の工夫

① 実験や観察をした後の考察する指導の工夫

①の導入では、「子どもの既有経験と事物や現象とのズレ」「事物・現象

から生まれる子ども同士の考えのズレ」「事物・現象に対する子どもの興

味」といった、事物･現象との出会わせ方の工夫を行うことが重要であると

考えた。また、

②では、「個別の結果をそれぞれ出し合うのではなく、一度全体でグラフ

や表にまとめ全体の傾向を把握すること」「考察には、予想・結果・判断・

結果から見出したきまりを書くことを、子ども達に示すこと」が授業改善の

ために大切なポイントであると考えた。導入と考察する指導の工夫を実際

に授業を通してその有効性を確かめていった。その成果として、全体の結

果をグラフや表にまとめることで、結果を可視化でき、考察しやすくなるこ

とが明らかになった。

そこで、 ① および②を、理科授業づくりのポイントとして、資料１、資料２のようにリーフレットとしてまと
め平成２６年度末に市内小学校教職員及び中学校理科担当教員に配付した。

 

資料１

資料２
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（２）理科授業改善のための校内研修の充実

ねらい・・・理科授業のポイントを市内教職員が理解し、理科授業の改善を図る。

教師の理科の授業力向上のために、リーフレットを活用した校内研修を充実させる必要があると考え

た。そこで、リーフレットを活用した校内研修プログラムを作成していった。このプログラムのポイントは、

「理科の授業に長けていない教師でも効果のある研修を進めることができること」である。そこで、次の３

つの内容を作成していった。

・授業のポイントを、実際の授業の様子等を使ってわかりやすく伝えるプレゼン資料

・研修を進める担当者用の読み原稿

・ワークシートとワークシート例のセット

写真１は、作成した校内研修プログラムを活用し、校内の若手教員を対象に

研修を行っている様子である。なお、研修を進めている担当者は、教職員歴２

年目の先生だった。放課後の約３０分程度の短い時間での研修だったが、リー

フレットの内容を確認しながらビデオを視聴したり、ワークシートを用いて実際

に１時間の理科の授業を構成したりした。そうすることで、グループで「実験を

○○な視点で見るようにしたらいいのでは。」など熱心に交流したりする姿が見

られた。

（３）授業環境の整備

ねらい・・・市理科教育センターの備品を、学校で活用してもらうことで理科の実験や観察を充実

させる。

資料３は、教育センターに保管されている備品リストである。このリスト

を作成し、授業モデルをまとめたリーフレットに載せ市内の教師に知ら

せていった。また、リストに載っている実験・観察用の備品の使い方など

について説明会をおこなった。学校で十分準備できない備品等を保管

しているため、学校に貸出して授業に活用してもらっている。そこで学校

に必要な備品を調査し足りない備品については購入していき、実験や

観察が充実するようにした。

４．実践の成果と成果の測定方法

（１）めざす児童・生徒に迫るための授業づくりのポイントの明確化

理科授業の改善のために「導入の工夫」と「考察する指導の工

夫」を授業モデルとして構築し、そのモデルをもとに授業をした後

の子どもの興味・関心と思考力の高まりについて実践前後の変容

を調べた。

資料１は、実践単元での興味･関心の高まりをアンケート調査し 資料 1 実践単元における理科への興味の高まり

た結果である。グラフからわかるように、「ある」「まあまあ」と答え

た子どもは、実践前よりも約２５％以上も上がっており、導入の

工夫によって、子ども達の興味・関心が高まることが明らかに

なった。資料２は実践単元における考察力の高まりについて、

ノート分析で調査した結果である。グラフからわかるように、実

践単元の方が、考察力が高まっている。その結果、市販テスト

における思考･判断力も、実践事例前までは５０ポイント中平

均４０ポイントだったのに対して、実践事例では平均４３ポイント

と向上が見られた。 したがって、理科授業の改善として、導入と

考察の指導の工夫を考えた授業モデルの構築は、子ども達の意

欲や思考力を高めることに効果があったと考えられる。

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい
まあまあ
あまり
まったく

資料３ 理科授業のポイントは理解できたか 
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2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

実践前

実践単元

できている

どちらかといえばできている

どちらかといえばできていない

できていない

資料２ 実践単元による子どもの考察力の変容 

資料３ 理科教育センター備品リスト

写真１校内研修の様子
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（２）校内研修の充実

昨年度作成したリーフレットをもとに、教師の理科授業力の向

上のために作成した校内研修プログラムの効果について、実際に

研修を行った教師を対象に、アンケート調査を行った。資料３と４

は、研修を行った後のアンケート結果である。理科授業のポイン

トとしてあげていた、「導入」の工夫や、「考察」をさせる際に必要

な予想の立て方と、実験や観察の結果からの考察のさせ方の工夫について「理解できた」「まあまあ理

解できた」と全ての教師が答えていることが資料3からわかる。また、研修で作成したワークシートにも、

資料4からわかるとおり、科学的思考力や判断力を育てるために大切な「見通しのもたせ方」や「実験後

の全体の傾向を把握するための、表やグラフでの整理」についても、８割の教師が書くことができてお

り、理科の授業のポイントをとらえることができたと考える。多くの教師が理科のポイントをとらえることが

できたことによって、資料5のように、本研修プログラムが理科授業力の向上に役立ったという結果がで

たと考えられる。資料6では、プログラムを活用したいかという意欲

について調査した結果である。全ての教師が「はい」「まあまあ」と

答えており、校内研修等でこの研修プログラムが活用できることが

うかがえる。

（３）環境整備

日産財団の助成金を活用し、平成２６、２７年度で実験・観察器

具の充実を図っていった。備品リストの配付や備品の種類や使い

方などについて説明会を行ったことで実験・観察器具の貸出数

が増えていった。平成２７年度では、延べ２０５セットの貸出（１２

月段階）があった。これまで備品がなく実験や観察ができなかっ

た学校でも、センターから備品を借用することによって実験や観察が充実していったと考えられる。

５．今後の展開（成果活用の視点、残された課題への対応、実践への発展性など）

（１）授業モデルの構築の点から

今回の授業モデルは、導入、考察の段階の充実を図っていった。しかし、さらに授業力を向上させる

ためには、実験、観察の段階をいかに充実させるか、ふり返りの段階で何を振り返らせることが大切なの

かといったポイントを示すことが不十分である。その段階を今後明らかにしていくことが大切となってく

る。

（２）校内研修の充実の点から

今回の校内研修プログラムは、小学校高学年の単元を実践例として提示して作成した。そこで、さら

に校内研修プログラムを充実させるためには、実践事例を小学校中学年、さらには中学校と拡げ、さら

に活用しやすくしていくことが求められる。

また、今後さらに増えていく初任者研修として、さらには、若年教師向けの校内で行うOJTの研修とい

った面からも活用できると考えられるので、様々な研修の機会で活用できることを拡げていきたい。

（３）環境整備の面から

昨年度、今年度と実験、観察の備品を充実させていったが、授業の実施時が重なる物や購入できな

かった物については、さらに購入するなど、さらに備品の量と質を充実させるとともに、市内の学校に購

入した備品について知らせていき、各校の実験、観察が充実するようにしていく。

 

資料４ 研修に参加した教師のワークシート 
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資料５ 理科授業力向上に役に立ったか 
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資料６ 研修プログラム活用への意欲 
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□□ 理科教育センター便り理科教育センター便り
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□ 理科教育センター備品・書籍・ＤＶＤ□ 理科教育センター備品・書籍・ＤＶＤ

備 品



- 22 -

書 籍

ＤＶＤ
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□□ 備品・書籍借用・返却の手続き及び借用証書の形式備品・書籍借用・返却の手続き及び借用証書の形式

久留米市理科教育センター備品の貸し出しについて

１ 貸し出しについての確認をする。（電話で、理科教育センターの事務局へ）

２ 借用書を持って、備品を受け取る。（借用書の形式―教頭先生へメールで送付済）

３ 借用期限に従って、備品を返却する。

平成 年 月 日

久留米市理科教育センター所長 殿

久留米市立 学校

校長 職印

借 用 証 書

下記のとおり借用したいので、許可くださいますようお願いいたします。

記

１ 借用目的

２ 借用品名・個数

３ 借用期間 平成 年 年 日 ～ 平成 年 年 日

４ 借用者・借用日及び返却者・返却日

借用者・返却者 借用・返却期日 センタ－印

平成 年 月 日 （ ）

平成 年 月 日 （ ）
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□□ 久留米市理科教育センター設置要綱久留米市理科教育センター設置要綱

久留米市理科教育センター設置要綱
平成２６年４月１日

久留米市教育委員会

（目 的）

第１条 児童・生徒の科学・理科学習に対する興味や関心を高め、理科教育における教員の指導力

向上のための研修を行い、もって本市における理科教育の充実・振興を図るため、久留米市理

科教育センター（以下「理科センター」という）を設置する。

（位 置）

第２条 理科センターの位置は、次のとおりとする。

理科センターは、久留米市教育センター（久留米市南 1丁目 8番 1号）内に置く。
（事 業）

第３条 理科センターは、第１条の目的を達成するため次の事業を行う。

２ 理科教育に関する教員の研修、相談及び指導

３ 理科教育に関する資料の収集及び調査研究

４ 理科教育備品の整備及びその利用

５ 理科教育の普及啓発活動

６ 理科教育の振興を図ろうとする研究グループ等の育成及び連携

７ その他

（所長）

第４条 理科センター所長は、久留米市教育センター所長をもってあてる。

（事 務 局）

第５条 理科センターに事務局を置く。

２ 事務局の職員は、教育センター職員の中から所長が指名する。

（運 営 委 員 会）

第６条 所長は、理科センターの円滑な運営を図るため、理科センター運営委員会（以下「運営委

員会」という）を設置することができる。

２ 運営委員会の委員は、本市の校長・教員の中から所長が任命する。

３ 運営委員会の委員は、所長の要請に応じ、理科センターの運営企画の審議及びその事業を行

う。

（常任委員会）

第７条 所長は、理科センターの円滑な事業を推進するため、理科センター常任委員会（以下「常

任委員会」という）を設置することができる。

２ 常任委員は、所長が指名する。

（理科センター委員）

第８条 所長は、市立学校より理科センター委員を１名選出し、任命することができる。

（委 任）

第９条 この要綱に定めるもののほか、理科センターの運営に必要な事項は、教育委員会が別に定

める。

附 則 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。


